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[image: 本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、iOS、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。]
本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、iOS、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple 
Inc.の登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。
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[image: ごあいさつ
　初めまして。令和２年３月頃より、新型コロナウイルスの感染防止のため、世界中が外出規制や休業要請により、自宅待機を頑張らなければならない状況にあります。社会的にも経済的にもこれから先の見通しが立たない今、「自分何をすれば良いのか？」色々と考えましたが、自分に出来る事はあまりなさそうです。そこで、仕事で少しだけやっている事をBookとして提供し、皆様が自宅でスキルアップできるようにと考えました。初心者が対象です。
　内容は、SwiftUIを使ったiPhoneアプリの開発方法の解説です。自分自身が経験が浅いため、十分動作の検証ができていなかったり、表現の間違いが文中にあるかもしれません。ご了承いただき、レッスンにお付き合いいただけましたら幸いです。また、画像などは著作権フリー素材等を活用しておりますのでこの点もご了承ください。
　仕事が忙しくなければ内容を改変していきたいと思っています。
令和２年４月２５日　iEdTech 日々野清高
https://www.iedtech.jp/]
ごあいさつ
　初めまして。令和２年３月頃より、新型コロナウイルスの感染防
止のため、世界中が外出規制や休業要請により、自宅待機を頑張ら
なければならない状況にあります。社会的にも経済的にもこれから
先の見通しが立たない今、「自分何をすれば良いのか？」色々と考
えましたが、自分に出来る事はあまりなさそうです。そこで、仕事
で少しだけやっている事をBookとして提供し、皆様が自宅でスキル
アップできるようにと考えました。初心者が対象です。
　内容は、SwiftUIを使ったiPhoneアプリの開発方法の解説です。自
分自身が経験が浅いため、十分動作の検証ができていなかったり、
表現の間違いが文中にあるかもしれません。ご了承いただき、レッ
スンにお付き合いいただけましたら幸いです。また、画像などは著
作権フリー素材等を活用しておりますのでこの点もご了承くださ
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[image: 第１章　始めよう！
（１）必要な物
　iPhoneのアプリ開発に必要な物は次のとおりです。また、本書ではWebAPIとの接続についても記述している所があります。より独自のアプリ開発に応用される方は、是非レンタルサーバーでWebAPIの開発にも挑戦してください。
・iPhone（本書ではiOS13搭載iPhoneを使っています）
・Mac（MacOS Catalinaを使っています）
・MacとiPhoneを繋げるUSB-Lightningケーブル
・開発ソフトウェアXcode（バージョン11.4.1を使っています）
　Xcodeのダウンロードやアプリ開発には、AppleIDが必要ですので、をあらかじめして取得しておいてください。]
第１章　始めよう！
（１）必要な物
　iPhoneのアプリ開発に必要な物は次のとおりです。また、本書で
はWebAPIとの接続についても記述している所があります。より独自
のアプリ開発に応用される方は、是非レンタルサーバーでWebAPIの
開発にも挑戦してください。
・iPhone（本書ではiOS13搭載iPhoneを使っています）
・Mac（MacOS Catalinaを使っています）
・MacとiPhoneを繋げるUSB-Lightningケーブル
・開発ソフトウェアXcode（バージョン11.4.1を使っています）
　Xcodeのダウンロードやアプリ開発には、AppleIDが必要ですの
で、をあらかじめして取得しておいてください。
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[image: （２）Xcodeの入手
　自分のMacにXcodeをインストールしましょう。場所はAppストアから。（古いバージョンのXcodeはAppleDeveloperサイトから入手できますが、ここでは最新版をAppストアから入手してください。）※Xcodeは10GBくらいあるアプリです。Macのハードディスクの残り容量が少ない人は、不要なファイルの削除が必要です。また、できるだけ高速なWi-Fi環境を利用してください。
　Xcodeの入手とインストールには３０分〜１時間程度必要です。入手してインストールすると、次のようなウェルカムウィンドウが表示されます。]
（２）Xcodeの入手
　自分のMacにXcodeをインストールしましょう。場所はAppスト
アから。（古いバージョンのXcodeはAppleDeveloperサイトから入
手できますが、ここでは最新版をAppストアから入手してくださ
い。）※Xcodeは10GBくらいあるアプリです。Macのハードディス
クの残り容量が少ない人は、不要なファイルの削除が必要です。ま
た、できるだけ高速なWi-Fi環境を利用してください。
　Xcodeの入手とインストールには３０分〜１時間程度必要です。
入手してインストールすると、次のようなウェルカムウィンドウが
表示されます。
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[image: 　Macをライトモードで使っている人は、ウェルカムウィンドウの背景は白です。ダークモードで使っている人は私と同じ画面になります。また、右側には最近開いていたアプリの履歴が表示されます。初めて起動した場合には表示されません。
　私は仕事でプログラミングをする事が時々ありますが、ダークモードが利用できるようになってからはかなり目の負担が軽減されました。アプリ開発にはダークモードが大変お薦めです。
　このXcodeを使えば、自分だけのオリジナルアプリを作る事ができます。アプリ開発は、Xcodeだけでも進める事ができますが、私はいつもMacにiPhoneを接続して、実行画面を見ながらにしています。
　アプリ開発者も最終的にはシミュレーター上だけでなく実際のデバイスにアプリを入れて検証を行っていて、対象のデバイスを「実機」と呼んでいたりします。
　いきなりですが、実機をMacに接続して進めたいと思います。その方が確認作業が簡単で楽しくなります。それに、iPhoneで動かす事が目標なので。
　USB-LightningケーブルでiPhoneをMacに接続すると、このコンピュータを信頼しますか？とiPhoneに聞かれますので、「信頼」を選んでおいてください。]
　Macをライトモードで使っている人は、ウェルカムウィン
ドウの背景は白です。ダークモードで使っている人は私と同
じ画面になります。また、右側には最近開いていたアプリの
履歴が表示されます。初めて起動した場合には表示されませ
ん。
　私は仕事でプログラミングをする事が時々ありますが、
ダークモードが利用できるようになってからはかなり目の負
担が軽減されました。アプリ開発にはダークモードが大変お
薦めです。
　このXcodeを使えば、自分だけのオリジナルアプリを作る
事ができます。アプリ開発は、Xcodeだけでも進める事がで

きますが、私はいつもMacにiPhoneを接続して、実行画面
を見ながらにしています。
　アプリ開発者も最終的にはシミュレーター上だけでなく
実際のデバイスにアプリを入れて検証を行っていて、対象の
デバイスを「実機」と呼んでいたりします。
　いきなりですが、実機をMacに接続して進めたいと思いま
す。その方が確認作業が簡単で楽しくなります。それに、
iPhoneで動かす事が目標なので。
　USB-LightningケーブルでiPhoneをMacに接続すると、こ
のコンピュータを信頼しますか？とiPhoneに聞かれますの
で、「信頼」を選んでおいてください。
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[image: （３）プロファイルの登録
　Xcodeの設定を通じて、Appleは、開発者（ディベロッパー）のAppleIDと、使用しているデバイス情報等からアプリ生成情報の証明書を生成します。
　このプロファイルはプロビジョニングプロファイルと呼ばれる物ですが、実機で実行できる許可を与えるためのもので、次の手順で作成・登録します。※ネット接続が必要です。
①XcodeのメニューからPreferencesを選択して、Preferencesウィンドウを表示して、Accountsアイコンタブを選択する。]
（３）プロファイルの登録
　Xcodeの設定を通じて、Appleは、開発者（ディベロッパー）の
AppleIDと、使用しているデバイス情報等からアプリ生成情報の証
明書を生成します。
　このプロファイルはプロビジョニングプロファイルと呼ばれる物
ですが、実機で実行できる許可を与えるためのもので、次の手順で
作成・登録します。※ネット接続が必要です。
①XcodeのメニューからPreferencesを選択して、Preferencesウィン
ドウを表示して、Accountsアイコンタブを選択する。
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[image: ②No Accountsと表示されている場所の下にある「+」プラスボタンを押して、Select the type of account  you would like to add:と表示されているウィンドウで、Apple IDを選択する。（最初から選択されています）
 
③[Continue]ボタンを押すと、Sign in with your Apple IDというメッセージダイヤログに対して、自分のApple IDを入力して[Next]ボタンを押す。
④パスワード入力が促されるので、自分のApple IDのパスワードを入力して、[Next]ボタンを押す。
 　以上で、プロファイルの生成・登録ができ、Accountsに自分のApple IDが登録されました。右側のプロファイル表示欄に、Apple IDに登録している自分の名前(Personal Team)が表示されているはずです。
]
②No Accountsと表示されている場所の下にある「+」プラ
スボタンを押して、Select the type of account  you would 
like to add:と表示されているウィンドウで、Apple IDを選
択する。（最初から選択されています）

③[Continue]ボタンを押すと、Sign in with your Apple IDと
いうメッセージダイヤログに対して、自分のApple IDを入力
して[Next]ボタンを押す。
④パスワード入力が促されるので、自分のApple IDのパス
ワードを入力して、[Next]ボタンを押す。
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　以上で、プロファイルの生成・登録ができ、Accountsに
自分のApple IDが登録されました。右側のプロファイル表
示欄に、Apple IDに登録している自分の名前(Personal 
Team)が表示されているはずです。
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[image: （４）プロジェクトの作成
　全てのアプリ開発は、プロジェクト単位で管理されます。Xcodeの場合のプロジェクトはフォルダ階層で管理されていて、プロジェクトの作成場所は任意に作ることもでき、開発工数が多かったり、共有する必要がある場合にはGitHUBやローカルにGitリポジトリ単位（クラウドに対応したプログラム開発単位）に作成することもできます。※ここでは、ローカルのフォルダ階層で簡単にプロジェクトを作成して進めます。
①新しいプロジェクトファイルを作る
　Xcodeのウェルカムウィンドウを表示している場合には、[Create a new Xcode project]を選択します。（ウィンドウを閉じた人は、XcodeのFileメニューから、New→Project…を選択。）すると、プロジェクトのテンプレートを選択するビューが開きます。
]
（４）プロジェクトの作成
　全てのアプリ開発は、プロジェクト単位で管理されます。Xcode
の場合のプロジェクトはフォルダ階層で管理されていて、プロジェ
クトの作成場所は任意に作ることもでき、開発工数が多かったり、
共有する必要がある場合にはGitHUBやローカルにGitリポジトリ単
位（クラウドに対応したプログラム開発単位）に作成することもで
きます。※ここでは、ローカルのフォルダ階層で簡単にプロジェク
トを作成して進めます。
①新しいプロジェクトファイルを作る
　Xcodeのウェルカムウィンドウを表示している場合には、[Create 
a new Xcode project]を選択します。（ウィンドウを閉じた人は、
XcodeのFileメニューから、New→Project…を選択。）すると、プ
ロジェクトのテンプレートを選択するビューが開きます。
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[image: 　ここでは、Single View Appを選択して、[Next]ボタンを押します。（いきなりゲームから作りたい人ごめんなさいね。）
　Choose options for your new projectビューが開きますが、このビューの内容はしっかり確認しておきましょう。
 　Product Name:蘭にはアプリの製品名を入力しますが、これがプロジェクトファイルが収まるフォルダ名にもなります。ここではsampleとしておきます。
　Team:蘭は先に登録してあるPersonal Teamを指定します。
　Organization Name:にはニックネームでも良いので、自分の名前を。

　]

　ここでは、Single View Appを選択して、[Next]ボタンを
押します。（いきなりゲームから作りたい人ごめんなさい
ね。）
　Choose options for your new projectビューが開きます
が、このビューの内容はしっかり確認しておきましょう。
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　Product Name:蘭にはアプリの製品名を入力しますが、こ
れがプロジェクトファイルが収まるフォルダ名にもなりま
す。ここではsampleとしておきます。
　Team:蘭は先に登録してあるPersonal Teamを指定しま
す。
　Organization Name:にはニックネームでも良いので、自
分の名前を。
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[image: 　Organization Identifire:蘭には自分が所有したり所属しているWebのドメイン名の逆順を指定します。（例えば、jp.program-schoolというように自分だけの所属として他の組織と区別できる記述）
　Product NameとOrganization Identifierの設定により、Bundle Identifier（バンドルID）が形成され、開発するアプリの世界で唯一の名前を決まるという事になります。
　さらに、Language:蘭にはSwiftを、User Interface:欄にはSwiftUIを選択しておいてください。（デフォルト値です）
　また、Use Core Dataはここでは未チェックに、IncludeUnit Tests、Include UI Tests もここでは未チェックにします。
[Next]ボタンを押すと、プロジェクトファイルを保存するためのフォルダを保存する場所を選択するウィンドウが開きます。
 
※このウィンドウの下側にあるScource Controlのチェック欄（Create Git repository on my Mac）は外しておきます。
　ここで選択するフォルダは、このレッスン専用のフォルダを作っておくと散らからずに学習を進められると思います。
　フォルダ選択が終わったら、[Create]ボタンを押してください。これで、このプロジェクトに必要なファイルが生成され、いよいよ開発環境が整います。
　]
　Organization Identifire:蘭には自分が所有したり所属して
いるWebのドメイン名の逆順を指定します。（例えば、
jp.program-schoolというように自分だけの所属として他の
組織と区別できる記述）
　Product NameとOrganization Identifierの設定により、
Bundle Identifier（バンドルID）が形成され、開発するアプ
リの世界で唯一の名前を決まるという事になります。
　さらに、Language:蘭にはSwiftを、User Interface:欄には
SwiftUIを選択しておいてください。（デフォルト値です）
　また、Use Core Dataはここでは未チェックに、
IncludeUnit Tests、Include UI Tests もここでは未チェック
にします。
[Next]ボタンを押すと、プロジェクトファイルを保存するた
めのフォルダを保存する場所を選択するウィンドウが開き
ます。


※このウィンドウの下側にあるScource Controlのチェック
欄（Create Git repository on my Mac）は外しておきます。
　ここで選択するフォルダは、このレッスン専用のフォルダ
を作っておくと散らからずに学習を進められると思います。
　フォルダ選択が終わったら、[Create]ボタンを押してくだ
さい。これで、このプロジェクトに必要なファイルが生成さ
れ、いよいよ開発環境が整います。
　
[image: pasted-image-6.png]



[image: 四角形]
[image: （５）プロジェクトの実行
 
　今までの操作で、アプリの実行に必要なプロジェクトファイルが生成され、フォルダツリーや、プログラムコードが表示されたメインのウィンドウが表示されました。
]
（５）プロジェクトの実行

　今までの操作で、アプリの実行に必要なプロジェクトファイルが
生成され、フォルダツリーや、プログラムコードが表示されたメイ
ンのウィンドウが表示されました。
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（５）プロジェクトの
実行


[image: 　では、このプロジェクトを自分のiPhoneで実行してみましょう！
①ターゲットデバイスの選択
　iPhoneがMacとつながっていて、信頼関係にあると、Xcodeのメインウィンドウの左上に表示されるプロジェクトのターゲットとして、Device項目が表示されて選択できるようになります。
 
　今回はプロジェクト名はsampleにしました（覚えてますか？）にしましたので、sample ＞ iPhone 11のような表示になっています。
　sampleプロジェクトのターゲット欄（＞の右側）でマウスクリックすると、ターゲットの一覧が表示されるので、Devices欄からMacに繋いだiPhoneを選択します。
　デバイスを接続していない場合は、シミュレーターを指定してください。（シミュレータの起動には少々時間がかかります）

②アプリのビルドと実行。
　Xcodeのメインウィンドウの左上の再生ボタン「▶︎」を押すと、アプリのビルド（構築）した後、指定したターゲット上で実行する事ができます。iPhone（実機）をターゲットにした場合、まず、次のようなダイヤログが表示されます。
]
　では、このプロジェクトを自分のiPhoneで実行してみま
しょう！
①ターゲットデバイスの選択
　iPhoneがMacとつながっていて、信頼関係にあると、
Xcodeのメインウィンドウの左上に表示されるプロジェクト
のターゲットとして、Device項目が表示されて選択できる
ようになります。
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　今回はプロジェクト名はsampleにしました（覚えてます
か？）にしましたので、sample ＞ iPhone 11のような表示
になっています。
　sampleプロジェクトのターゲット欄（＞の右側）でマウ
スクリックすると、ターゲットの一覧が表示されるので、
Devices欄からMacに繋いだiPhoneを選択します。
　デバイスを接続していない場合は、シミュレーターを指定
してください。（シミュレータの起動には少々時間がかかり
ます）
 
②アプリのビルドと実行。
　Xcodeのメインウィンドウの左上の再生ボタン「▶︎」を
押すと、アプリのビルド（構築）した後、指定したター
ゲット上で実行する事ができます。iPhone（実機）をター
ゲットにした場合、まず、次のようなダイヤログが表示され
ます。



[image: 
　XcodeがMac本体のキーチェーン にプロファイルの署名を保存しようと試みています。Macのログインパスワード（Apple IDのパスワードではありません）を入力し、[許可]または[常に許可]を押してください。
　処理が進むように思えますが、残念がらエラーメッセージが表示されます。
 
　実機（iPhone）でこのアプリのプロファイルを「信頼」しなければ実行できないというメッセージです。
　独自開発のアプリをiPhoneで実行する場合には、iPhone側で「このコンピュータ（Mac）を信頼する」になっている事と、ディベロッパAPPの実行許可をしなければなりません。
　iPhoneの「設定」→「一般」→「プロファイルとデバイス管理」の中に「デベロッパAPP」項目が表示されます。その中にあるApple Development: …を選択してからさらに青色表示の “Apple Development:…を選択して、「信頼」状態にしてください。　]

　XcodeがMac本体のキーチェーン にプロファイルの署名
を保存しようと試みています。Macのログインパスワード
（Apple IDのパスワードではありません）を入力し、[許可]
または[常に許可]を押してください。
　処理が進むように思えますが、残念がらエラーメッセージ
が表示されます。

[image: pasted-image-9.png]
[image: pasted-image-10.png]

　実機（iPhone）でこのアプリのプロファイルを「信頼」
しなければ実行できないというメッセージです。
　独自開発のアプリをiPhoneで実行する場合には、iPhone
側で「このコンピュータ（Mac）を信頼する」になっている
事と、ディベロッパAPPの実
行許可をしなければなりませ
ん。
　iPhoneの「設定」→「一
般」→「プロファイルとデバ
イス管理」の中に「デベロッ
パAPP」項目が表示されま
す。その中にあるApple 
Development: …を選択して
からさらに青色表示の 
“Apple Development:…を選
択して、「信頼」状態にして
ください。　


[image: pasted-image-11.png]

[image: 　Xcodeに戻り、Could not launch “sample”メッセージを[OK]ボタンで閉じたら、再び、「▶︎」ボタンを押してください。
　これで、自分のiPhoneに自分でビルドしたアプリを入れて、実行する事ができました。
　このアプリは、iPhone上では白いデフォルトのアイコンになっていて、Macと接続したケーブルを外しても動作します。
 
　また、iPhoneで「信頼」したプロビジョニングプロファイルの有効期限は１週間になっていますので、７日後にはアプリが使えなくなります。
　
　]
　Xcodeに戻り、Could not launch “sample”メッセージを
[OK]ボタンで閉じたら、再び、「▶︎」ボタンを押してくださ
い。
　これで、自分のiPhoneに自分でビルドしたアプリを入れ
て、実行する事ができました。
　このアプリは、iPhone上では白いデフォルトのアイコン
になっていて、Macと接続したケーブルを外しても動作しま
す。

　また、iPhoneで「信頼」したプロビジョニングプロファ
イルの有効期限は１週間になっていますので、７日後にはア
プリが使えなくなります。
[image: pasted-image-12.png]

　
　


[image: pasted-image-13.png]

[image: 四角形]
[image: 次回予告
　以上の操作で、うまく自分のiPhoneにアプリが入らなかった人は、読み直ししながらもう一度トライしてみてください。
　これで、アプリ開発の環境が整いました。キックオフ成功です。ネットの記事などを参考にアプリ開発を進めたい人はどんどん前に進んでください。
　次回は、SwiftUIを使ったプログラミングに入る予定です。]
次回予告
　以上の操作で、うまく自分のiPhoneにアプリが入らなかった人
は、読み直ししながらもう一度トライしてみてください。
　これで、アプリ開発の環境が整いました。キックオフ成功です。
ネットの記事などを参考にアプリ開発を進めたい人はどんどん前に
進んでください。
　次回は、SwiftUIを使ったプログラミングに入る予定です。

[image: 次回予告]
次回予告


OPS/images/image-29.png





OPS/images/image-30.png





OPS/images/image-28.png





OPS/images/pasted-image-7.png
& Xcode File Edit View Find Navigate

Editor Product Debug Source Control Window Help

100% @@  + 2:17 B4EHEE Q =

B EH B Q@ & € =

|v B sample
v [l sample
. AppDelegate.swift
B SceneDelegate.swift
. ContentView.swift
8 Assets.xcassets

. LaunchScreen.storyboard
B info.plist
» [l Preview Content
» Ml Products

+ ‘ ® Filter OX |

8

® N O O sWN

1
12
13
14
15
16
17
18
19
20
2
22

7
/1
/1
/1

/1

//
/1

. sample ) il sample ) . ContentView.swift ) No Selection

ContentView.swift
sample

Created by HAZER on 2020/04/25.

Copyright e 2020 HAH&®. All rights reserved.

import SwiftUI

struct ContentView: View {

var body: some View {
Text("Hello, World!")
}

struct ContentView_Previews: PreviewProvider {

static var previews: some View {
ContentView()
}

Obo e

Identity and Type

(I
=

Name ContentView.swift

ContentView.swift -
Full Path /Users/k_hibino/Desktop/7

7Y RS f38/sample/

sample/ContentView.swift ©

On Demand Resource Tags

Only resources are taggable

Target Membership
@ a5 sample

Text Settings

it Using (SpaceR T

Widths 2y ) a4l
Tab Indent

& Wrap lines





OPS/images/image-32.png





OPS/images/pasted-image-12.png
3:28 all © @@

sample





OPS/images/pasted-image-10.png
Could not launch “sample”

I iPhone has denied the launch request.
Internal launch error: process launch failed: The
operation couldn’t be completed. Unable to launch
jps.iedtech.sample02 because it has an invalid code
signature, inadequate entitlements or its profile has
not been explicitly trusted by the user.

Cdewls ok





OPS/images/pasted-image-11.png
3:04 all T @A)

< Apple Development: I

F~0wv/"Apple Development: |G
(I ) ' D ApplE Z DiPhone TIEES N TWEE
ho RITTZICRRARTEZEEI ZIVDENBDET,

“Apple Development: ||| EGNG -

FA 0w /S"APPLE DEVELOPMENT:
"MDAPP

. sample IREEH &






OPS/images/image-31.png





OPS/images/pasted-image-9.png
codesignhF¥—F z—Iic&ENSF—"Apple
Development: "~ 7 7 t A L
F5ELTVWET,

HATBCRF—F—Y"OT1 V" DNRT—REAALT
(913N

? BIcE -






OPS/images/pasted-image-8.png
ACOUC FHE EUIT Vit S RN YN RIIsT

cec b m m v dewomws

BHREQAQANO |
v B sample
v [l sample

/> Generic i0S Device

iPhone 11 Pro
iPhone 11 Pro Max

B AppDelegate.swift W iPad (7th generation)
B SceneDelegate.swift W iPad Air (3rd generation)
B ContentView.swift W iPad Pro (9.7-inch)
8l Assets.xcassets W iPad Pro (11-inch)
B Launchscreen.storyboard W iPad Pro (11-inch) (2nd generation)
. Info.plist W iPad Pro (12.9-inch) (3rd generation)
» Il Preview Content W iPad Pro (12.9-inch) (4th generation)
» Ml Products W iPhone 8
W iPhone 8 Plus
W iPhone 11
w
w
w

| iPhone SE (2nd generation)

Add Additional Simulators...





OPS/images/image-34.png





OPS/images/pasted-image-13.png
Hello, World!






OPS/images/image-33.png





OPS/js/book.js
function Body_onLoad() {
}





OPS/images/cover-image.png
i
77V %
iPhone®

nn..
[T T
h'.','ﬂ,’.n

(

\ )

35 !





OPS/images/image-11.png





OPS/images/image-12.png





OPS/images/image-9.png





OPS/images/image-10.png





OPS/images/image-35.png





OPS/images/image-17.png





OPS/images/pasted-image.png
sample
~/Desktop

sample01
~/Desktop/Ei#r% &~ Hsample0l

sample01
~/Desktop/sample01 R% > %35 2

sample01
~/Desktop/json%Z 4S9 %sample01

Welcome to Xcode

Version 11.4.1 (11E503a) sample01

~/Desktop/sample01 R% > %5

sample01
~/Desktop/sample01 2

&— Get started with a playground
Explore new ideas quickly and easily.

Create a new Xcode project
»“X| Create an app for iPhone, iPad, Mac, Apple Watch, or Apple TV.

)"@ Clone an existing project
Start working on something from a Git repository.

¥ Show this window when Xcode launches Open another project...





OPS/images/image-15.png





OPS/images/image-16.png





OPS/images/image-13.png





OPS/images/image-14.png





OPS/toc.xhtml
		Page 1



		表紙

		Page 1






OPS/images/image-1.png





OPS/images/image.png





OPS/images/image-3.png





OPS/images/image-2.png





OPS/images/image-5.png





OPS/images/pasted-image-1.png
Accounts

[ XN ]
H e & & »n E .. B ¢ M &

General Accounts Behaviors Navigation Fonts & Colors Text Editing Key Bindings Source Control Components Locations Server & Bots

No Accounts Click the add (+) button to create a new account





OPS/images/image-4.png





OPS/images/image-21.png





OPS/images/image-7.png





OPS/images/image-19.png





OPS/images/image-6.png





OPS/images/image-20.png





OPS/images/image-8.png





OPS/images/image-18.png





OPS/images/image-24.png





OPS/images/image-22.png





OPS/images/image-23.png





OPS/images/pasted-image-2.png
Accounts

He = & o E

General [Accounts Behaviors Navigation Fonts & Colors Text Editing Key Bindings Source Control Components Locations Server & Bots

No Accounts

R
-
L P e M &

Select the type of account you would like to add:

. Xcode Server

. Bitbucket Cloud

. Bitbucket Server

B citHub

* a new account






OPS/images/pasted-image-3.png
Accounts

[ XN ]
He & & »n E .. P @

General Accounts Behaviors Navigation Fonts & Colors Text Editing Key Bindings Source Control Components Locations Server & Bots

Apple ID: I
Description: I

Team Role
&= B4 B (Personal Team) User
Download Manual Profiles Manage Certificates...





OPS/images/pasted-image-6.png
iCloud
& iCloud Drive

Locations
[ iEdTech-MacB...
@ Bootcamp
B JETDRIVE 2
Tags
O m—~A
O BE
® ALYy
®Lyk

Source Control: [ Create Git repository on my Mac
Xcode will place your project under source control





OPS/images/image-27.png





OPS/images/pasted-image-5.png
Choose options for your new project:

Product Name:
Team:
Organization Name:

Organization Identifier:

Bundle Identifier:

Language:

User Interface:

sample|

B E#ER

jp.iedtech

jp.iedtech.sample

[ Use Core Data
Use CloudKit

[ Include Unit Tests

[ Include Ul Tests






OPS/images/image-26.png





OPS/images/image-25.png





OPS/images/pasted-image-4.png
Choose a template for your new project:

- watchOS tvOS macOS  Cross-platform ® Filter

Application

l@

Game Augmented Document Based Master-Detail App
Reality App App
K oo D @
Tabbed App Sticker Pack App iMessage App

Framework & Library

()
®)

()

Framework Static Library Metal Library






